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スクすく子育て
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しまだ人：松浦五百子さん・
松浦達夫さん

　

市
議
会
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
予
算
の
総
額
は
、

７
８
５
億
３
４
２
３
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
67
億
７
３
３
２
万
円
、
9.4
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
健
全
な
財
政
運
営
を
念
頭
に
、総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
１
年
と
し
て
、
将
来
の
ま
ち
の
設
計
図
「
人
と
産
業
・
文
化
の
交
流
拠
点 

水
と

緑
の
健
康
都
市 

島
田
」
の
実
現
に
向
け
、
新
体
制
に
よ
る
初
の
当
初
予
算
。
市
の
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
稼
動
し
ま
す
。

問
財
政
課 

☎
３
６-

７
１
２
３

平
成
26
年
度

市
の
予
算

　プラザおお
るりで島田児
童合 唱 団「 カ
ナリヤ」創立
25周年記念コ
ンサートが開
催されました。
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【
将
来
の
ま
ち
の
設
計
図
】

　

平
成
25
年
度
は
、
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
の
最
終
年
で
あ
り
、
ま
た
後
期
基
本
計
画

策
定
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
市
政
を
取
り

巻
く
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を
続
け
る

中
、市
の
最
上
位
計
画
と
し
て
こ
れ
に
迅
速
・

的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
５
年
間
の
計

画
期
間
を
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
４
年
間
と
短
縮
し
ま
し
た
。
基
本
計

画
は
、
市
が
目
指
す
将
来
像
「
人
と
産
業
・

文
化
の
交
流
拠
点 

水
と
緑
の
健
康
都
市
島

田
」
の
実
現
の
た
め
の
「
将
来
の
ま
ち
の
設

計
図
」
で
す
。
こ
の
設
計
図
に
沿
っ
て
施
策

を
展
開
し
、
諸
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

理
想
と
す
る
ま
ち
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は
、
市
の
将
来
を
展
望

す
る
中
で
、
新
た
な
施
策
や
事
業
を
積
極
的

に
位
置
付
け
ま
し
た
。
自
治
基
本
条
例
の
制

定
、
公
共
施
設
白
書
の
作
成
、
新
最
終
処
分

場
の
検
討
な
ど
の
新
規
事
業
は
、
ど
れ
も
ま

ち
の
将
来
に
と
っ
て
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
取
り
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
の
充
実
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
現
在
整

備
中
の
川
根
小
学
校
お
よ
び
川
根
図
書
館
、

学
校
給
食
共
同
調
理
場
な
ど
の
施
設
整
備
に

加
え
、
小
中
学
校
校
舎
な
ど
に
つ
い
て
も
順

次
更
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
弱
者
対
策
も
必
要
か
つ
重
要
な

施
策
で
す
。
一
例
と
し
て
、
移
動
手
段
を
持

た
な
い
交
通
弱
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
に
お

け
る
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
公
共

交
通
の
再
検
討
に
つ
い
て
計
画
に
盛
り
込
み

ま
し
た
。

【
幸
福
度
と
満
足
度
の
向
上
へ
】

　

本
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
に
も
増
し
て
「
安
全
・
安
心
の
確
保
」
に

重
点
を
置
い
て
い
き
ま
す
。
安
全
・
安
心
は

生
活
の
基
盤
で
す
。「
安
全
・
安
心
実
感
都

市
の
創
造
」
に
向
け
、
次
の
３
つ
の
取
り
組

み
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

地
域
の
結
び
つ
き
が
希
薄
に
な
り
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
難
し
い
時
代
と

な
っ
て
い
ま
す
。
未
来
の
島
田
市
を
託
す
命

を
安
心
し
て
産
み
育
ん
で
い
く
た
め
、
子
ど

も
・
子
育
て
環
境
の
整
備
・
充
実
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
行
政
組
織

の
強
化
や
「
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の

新
規
配
置
、
子
育
て
世
代
へ
の
多
彩
な
支
援

策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
島
田
市
を
ど
こ
よ
り

も
「
マ
マ
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
に
押
し

上
げ
て
い
き
ま
す
。

②
防
災
・
減
災

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
こ
の
試
練
か
ら
得
た
多
く
の
教
訓
を

生
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地

震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
と
ど
ま
ら

ず
、
新
型
感
染
症
や
原
子
力
災
害
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
潜
む
現
代
社
会
に
お
い

て
、
生
命
・
財
産
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
最

優
先
す
べ
き
で
す
。
そ
こ
で
、
市
の
危
機
管

理
体
制
お
よ
び
機
能
、
耐
震
化
の
促
進
や
消

防
・
救
急
体
制
の
充
実
な

ど
さ
ら
に
防
災
力
を
強
化

し
、
安
全
性
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

③
医
療
の
充
実

　

昨
年
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
市
政

の
取
り
組
み
の
中
で
、
医

療
の
充
実
が
最
も
重
要
で

あ
る
と
の
回
答
を
得
ま
し

た
。
地
域
医
療
の
充
実
を

目
指
し
、
地
域
の
診
療
所

や
医
師
会
な
ど
と
の
連

携
、
さ
ら
に
は
志
太
榛
原

医
療
圏
域
内
の
公
立
病
院

間
で
の
連
携
を
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
強
化
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療

再
生
の
鍵
と
も
言
わ
れ

る
、高
齢
者
の
在
宅
医
療
・

在
宅
療
養
に
つ
き
ま
し
て

も
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
の

中
で
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
市
民
病
院
建
設
に
関
わ
る
基
本
構
想

を
策
定
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

生
活
の
在あ

り
様よ
う

や
価
値
観
が
多
様
化
し
、

行
政
の
舵
取
り
が
難
し
い
時
代
に
な
り
ま
し

た
が
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
幸
福
度
・
満

足
度
の
向
上
を
念
頭
に
置
い
て
、
市
政
運
営

に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。「
市
民
の
手
の
中

に
こ
そ
、
市
政
が
あ
る
」
と
の
思
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩

ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
の

手
の
中
に
こ
そ

市
政
が
あ
る

市
長
施
政
方
針

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

②
防
災
・
減
災

③
医
療
の
充
実

平成 26 年度
市の予算

島田市長　染谷絹代
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◦こども医療費助成費
◉子育て世帯臨時特例給付金給付事業
◦放課後児童クラブ運営事業（15 クラブ）
◦地域子育て支援センター事業（公設３か所、民設７か所）

◦特定不妊治療費助成事業
◦六合東小・初倉小（設計）放課後児童クラブ施設整備事業

4 億 77 万円
1 億 3,213 万円

8,660 万円

5,346 万円
2,725 万円

2,178 万円

◦島三小ほか７校の屋内運動場の耐震化事業
◦稲荷浄水場浄水施設耐震補強工事（平成 27 年度までの２カ

年事業）
◦建築物等耐震性向上事業（専門家診断など）
◦川口地区、家山地区消防団消防自動車更新事業
◦急傾斜地崩壊対策事業（金谷本町南裏地区、川根町家山塩本

地区ほか）
◉下流域の浸水防止のための犬ヶ沢水路改修事業

 8,920 万円

6,750 万円
5,130 万円
3,737 万円

1,921 万円
1,200 万円

子どもを産み育てやすい環境の整備

産業振興と地域の活性化

市民の安心安全を守る危機管理、防災体制の充実

公共施設の老朽化対策

平成 26 年度の主要事業

こども館

切山地区の茶園

消防自動車

稲荷浄水場施設監視室

◉上水道施設監視制御設備更新工事
◉橋りょう長寿命化修繕・耐震事業
◉公園施設長寿命化対策事業（改修工事）　
◉道路ストック総点検事業　　
◉新一般廃棄物最終処分場の候補地選定調査事業　　　
◉公共施設マネジメントの方向性等基本方針の検討に係る事業費

◉クリーンセンター長寿命化計画策定事業

1 億 7,500 万円
4,500 万円
3,600 万円
1,860 万円

838 万円

363 万円
361 万円

◦川根温泉宿泊施設建設事業（鉄筋コンクリート造４F、延床面
積 4,852.18 ㎡、定員 152 人、平成 26 年 7 月１日開業予定）
　　

◦強い農業づくり交付金等事業（茶加工機械更新に対する補助
金 吹木ほか２茶農協）

◦空港隣接地域農業振興事業
◉島田金谷ＩＣ周辺地区調査事業
◉八

はっこうさん

高山ハイキングコース整備事業

7 億 5,574 万円

１億 8,451 万円
1 億 949 万円

2,854 万円
610 万円
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◦学校給食共同調理場整備事業（平成 27 年４月稼動予定）　

◦川根小学校改築事業（平成 27 年８月完成予定、平成 27 年度
までの２カ年事業）

◉横井運動場公園サッカー場整備事業（人工芝化）

◦学校支援員等 68 人の配置
◦諏訪原城跡整備事業

14 億 5,967 万円

4 億 2,828 万円

1 億 3,000 万円
9,108 万円
5,883 万円

都市基盤の整備

広域行政の推進

教育環境・スポーツ施設の整備

市民本位の行政経営の推進

　平成 26 年度当初予算に計上した主要事業について、市が重点的に取
り組む８つのテーマに分けて紹介します（◉は、平成 26 年度新規事業）。

平成 26 年度
市の予算

コミュニティバス

川会所

学校給食

ゆめ・みらい百人会議

◦東町御請線整備事業
◦谷口中河線改良事業
◦蓬莱橋線、石上日掛線、吹木線等生活道路改良事業　　　

◦コミュニティバス運行管理経費（11 路線）
◦公園管理事業（ばらの丘公園の管理を含む）
◦横岡新田牛尾線改良事業
◦市営霊園整備事業（第２期田代霊園整備）

6 億 4,549 万円
3 億 8,126 万円

2 億 6,300 万円
2 億 4,426 万円

9,943 万円
8,288 万円
6,000 万円

◦静岡地域消防救急広域化に向けた消防救急無線デジタル化整
備事業

◦志太３市共同学校校務支援システムの整備事業
◦志太３市と川根本町での観光事業の実施
◦イルミネーション、イベント等共同広報事業ほか広域行政推進

経費
◉東海道街道文化創造事業（藤枝市との連携による街道文化創

造事業）

8,506 万円
3,388 万円

865 万円

279 万円

250 万円

◉広報効果・戦略プラン策定事業（今後の広報のあり方を検討
するための広報効果の測定・分析）

◉議場放映システム整備事業
◦ゆめ・みらい百人会議運営経費
◉総合計画進行管理用市民アンケート経費
◉自治基本条例制定事業（市民・議会・行政それぞれが役割を

認識した住民自治による協働のまちづくりの推進）
◉事業仕分け実施経費

363 万円
246 万円
178 万円
120 万円

100 万円
97 万円
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会計名 予算額 前年度
対比

Ⅰ 一般会計 372 億 1,100 万円 2.8％

Ⅱ 特別会計 219 億 5,888 万円 6.8％

　国民健康保険事業 107 億 4,967 万円 5.3％

　簡易水道事業 2 億 2,374 万円 96.5％

　土地取得事業 5 億 6,612 万円 7.7％

　休日急患診療事業 1,477 万円 5.3％

　公共下水道事業 9 億 3,092 万円 3.6％

　介護保険事業 83 億 3,140 万円 7.9％

　介護サービス事業 5,950 万円 △ 3.5％

　後期高齢者医療事業 10 億 8,276 万円 6.8％

Ⅲ 企業会計 193 億 6,435 万円 29.0％

　水道事業 17 億 8,399 万円 21.3％

　病院事業 175 億 8,036 万円 29.8％

合計 785 億 3,423 万円 9.4％

民生費
109億 9,908 万円

その他
（農林業費・商工費・消防費など）
50 億 8,550 万円

教育費
55億 4,521 万円

公債費
45億 8,893 万円

衛生費
40億 3,979 万円

土木費
36億
3,190 万円

総務費
33億
2,059 万円 歳出

372億 1,100 万円

29.6％

14.9％

12.3％

10.9％

9.8％

8.9％

13.6％

【
歳
出
の
部
（
目
的
別
分
類
）】

民
生
費
／
児
童
、
高
齢
者
、
障
害
者

福
祉
な
ど
の
経
費

教
育
費
／
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
な

ど
の
経
費

公
債
費
／
借
入
金
（
市
債
）
の
返
済

金
と
利
子
の
支
払
い

衛
生
費
／
保
健
活
動
や
ご
み
処
理
な

ど
の
経
費

土
木
費
／
道
路
、
河
川
、
公
園
、
市

営
住
宅
の
整
備
な
ど
の
経
費

総
務
費
／
電
算
シ
ス
テ
ム
や
戸
籍
・

住
民
登
録
、
庁
舎
の
維
持
管
理

な
ど
の
経
費

用
語
の
解
説

　

島
田
市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、

産
業
経
済
、
教
育
な
ど
市
の
全
般
的
な

事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
保
険
料
な
ど
特
定
の

収
入
で
事
業
を
行
う
会
計
で
、
事
業
の

収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
、
一
般
会
計

と
経
理
を
区
分
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
８
つ
の
特
別

会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
事
業
収
入
に
よ
り
公

共
の
利
益
を
目
的
に
経
営
す
る
事
業
の

会
計
で
、
現
在
、
水
道
事
業
と
病
院
事

業
に
企
業
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　

歳
出
の
約
３
割
を
占
め
る
民
生
費
に

つ
い
て
は
、
社
会
保
障
に
か
か
る
経
費

の
増
加
に
加
え
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
を
見
据
え
て
新
た
に
実
施
す
る
臨

時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
５
億
８
２
６
万
円

（
4.8
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
教
育
費
は
、
学
校
給
食
共
同
調

理
場
整
備
事
業
（
14
億
５
９
６
７
万

円
）、
川
根
小
学
校
改
築
事
業

（
４
億
２
８
２
８
万
円
）
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
14
億
３
９
８
５
万
円
（
35
・

１
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前年対比 10 億 2,300 万円（2.8％）の増

一般会計当初予算 372 億 1,100 万円

会計別予算額

■
市
の
会
計
の
構
成

■
一
般
会
計
当
初
予
算

歳出の内訳（構成比：％）

平成 26 年度
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区分
残高見込額

増減率
平成 25 年度末 平成 26 年度末

一般会計 431 億 1,467 万円 437 億 5,195 万円 1.5％

国民健康
保険事業 1 億 6,000 万円 1 億 2,000 万円 △ 25.0％

簡易水道
事業 2 億 2,064 万円 2 億 5,739 万円 △ 16.7％

公共下水道
事業 43 億 3,451 万円 42 億 4,219 万円 △ 2.1％

水道事業 14 億 6,276 万円 14 億 9,470 万円 2.2％

病院事業 24 億 6,328 万円 21 億 3,508 万円 △ 13.3％

合計 517 億 5,586 万円 520 億 131 万円 0.5％

性質 区分 構成比率

消費的経費　62.8％

人件費 18.5％

扶助費 16.6％

物件費 16.0％

補助費等 11.0％

維持補修費 0.7％

投資的経費　16.6％
普通建設事業費 16.5％

災害復旧事業費 0.1％

その他の経費　20.5％

公債費 12.3％

繰出金 6.9％

投資及び出資金等 1.3％

予備費　0.1％ 0.1％

そ
の
他
の
支
出
／
議
会
費
、労
働
費
、

農
林
業
費
、
商
工
費
、
消
防
費
、

災
害
復
旧
費
な
ど

【
歳
出
の
部
（
性
質
別
分
類
）】

扶
助
費
／
生
活
扶
助
、
教
育
扶
助
な

ど
の
経
費

物
件
費
／
施
設
の
保
守
管
理
、
一
般

事
務
経
費

普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
の
新
設
、

改
良
や
施
設
の
新
増
築
な
ど
の

経
費

災
害
復
旧
事
業
費
／
台
風
な
ど
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
施
設
の
復
旧

の
た
め
の
経
費

繰
出
金
／
一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
、
企
業
会
計
へ
の
負
担
金
や

補
助
金
な
ど

積
立
金
／
学
校
建
設
な
ど
特
定
の
目

的
の
た
め
の
積
み
立
て

【
歳
入
の
部
】

市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど

市
に
納
め
ら
れ
た
税
金

分
担
金
・
負
担
金
／
保
育
所
入
園
者

の
負
担
金
な
ど

繰
入
金
／
基
金
の
取
り
崩
し
や
他
会

計
か
ら
入
れ
る
お
金

地
方
交
付
税
／
市
町
村
の
実
状
に
合

わ
せ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

市
債
／
市
が
借
り
入
れ
る
お
金

国
庫
（
県
）
支
出
金
／
国
（
県
）
か

ら
の
補
助
金
、
負
担
金
な
ど

自
主
財
源
／
市
が
独
自
に
収
入
す
る

も
の

依
存
財
源
／
国
・
県
な
ど
か
ら
交
付

さ
れ
る
も
の

市民 1人当たりの歳出予算は

およそ36 万 7,074 円

【
歳
入
】

　

収
入
の
主
で
あ
る
自
主
財
源
の
市
税

に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
税
の
制
度
改

正
に
よ
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
個
人
・
法
人
市
民
税
が
景
気
回
復

の
影
響
を
受
け
る
見
通
し
か
ら
、
前
年

度
に
比
べ
１
億
１
２
６
８
万
円
（
2.1
％
）

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付

税
の
５
６
０
０
万
円
（
1.0
％
）
の
減
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
消
費
税
の
税
率
改
定
に

伴
う
地
方
消
費
税
交
付
金
の
収
入
は
、

１
億
５
９
０
０
万
円
（
16
・
０
％
）
の

増
額
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
増
額
分

は
、
歳
出
の
民
生
費
の
う
ち
の
社
会
保

障
費
の
財
源
と
し
ま
し
た
。

歳出の性質別構成比率

市債年度末残見込額

歳入の内訳（構成比：％）

市税
140億 7,782 万円

その他（地方譲与税など）
19億 3,736 万円

県支出金
25億 6,471 万円

繰入金、分担金・
負担金、繰越金など
45億 6,079 万円

その他
（地方消費税交付金など）

17億 1,766 万円

地方交付税
55億 4,400 万円

国庫支出金
41億 6,102 万円

37.8％

11.2％

12.3％
4.6％

6.9％

12.3％

14.9％

歳入
372億
1,100 万円

自
主
財
源

依
存
財
源

186 億
3,861 万円
（50.1％）

185 億 
7,239 万円
（49.9％）

市債
45億
8,500 万円

平成 26 年度
市の予算

民生費：約 10 万 8,502 円
公債費：約 4 万 5,268 円
土木費：約 3 万 5,827 円
その他：約 5 万 167 円

教育費：約 5 万 4,702 円
衛生費：約 3 万 9,851 円
総務費：約 3 万 2,756 円

※平成 26 年 2 月 28 日現在の人口 101,372 人で算出。


